
平成18年3月9日

氏名 前 田 康 弘

21世 紀COEプ ログ ラ ム 拠点 ：大学院工学系研究科

応用化学専攻、化学システム工学専攻、

化学生命工学専攻、マテ リアル工学専攻

“化学 を基盤 とす るヒ
ューマ ンマテ リアル創成”

平成17年 度後期 リサーチ ・アシスタン ト報告 書

ふ りがな

氏 名

まえだ やすひろ

前 田 康 弘

男
女

生 年 月 日

所属機関名 東京大学大学院 工学系研究科マテ リアル工学専攻

所在地

〒113-8656

東 京都文京 区本郷7-3-1東 京大学 工学部4号 館

電話03-5841-8844

申請時点での

学年 博士課程1年

研究題目

毛細管マイクロモール ドによる多孔体ゲルのパターニングと

アパタイ トの微細配列制御

指導教官の所属 ・氏名 東大院工 吉田 亮



氏名 前 田 康 弘

I研 究の成果(1000字 程度)

(図表 も含 めて分か りやす く記入 のこと)

本研 究で は、骨組 織 の主要 成分

であ り、細胞 親 和性 な ど、生 体親

和性 を有す るアパ タイ ト(Ap)を

任 意の形状 で配 列す る こ とで 、人

工骨、 その他細 胞セ ンサー な ど種

々の機 能材 料へ の応用 を 目指 して

い る。

これ まで に毛細 管マ イ ク ロモ ー

ル ド(MIMIC)を 利 用 す る こ とで

、 シ リカ微 粒 子(10ｵm)が 流 路 形 状 に よ らず流 路 に 沿 って規 則 的 な充填 構 造 を有 しなが

ら積層 す る こ とを確認 した 。 また シ リカ微粒 子 を充填 した 状 態 で ゲル の 鋳型 重 合 を行 い

、 その 後 シ リカ を溶 解 除 去 す る こ とに よ り、マ イ ク ロパ タ ー ン化 した ゲ ル 多 孔 体 ア レイ

を基 板 上 に作 製 す る こ とに成 功 した。 作 製 した ゲル は 、温 度 応 答性 高 分 子 部位 と、 リン

酸 基 を 有 す る 高 分 子 部 位 か ら な り、 前 者 用 の モ ノ マ ー と してN-isopropylacIylamide(

NIPAAm)、 後者 用 の モ ノ マ ー と してmethacryloyloxyethylphosphate(MOEP)ま た は

acidphosphoxypolyoxyethyleneglycolmono-methacrylate(PhosmerPE)を 用 い た。

Fig.2に(a)シ リカ微 粒子充填後

にPDMSモ ール ドを取 り外 した基

板、(b)ゲ ル作製後 のシ リカ／ゲ

ル複合 体、(c)HFに よるシ リカ

エ ッチ ング後 の ゲル 多 孔体の表 面

観察結果 を示す。 規則 的に充填 し

たシ リカ微粒 子 の構 造 体が流 路 に

沿ってパター ン化 している様 子が観 察 され た(Fig.2a)。 粒子 は六方配列 を主 として部

分的に四方配列 を取 りなが ら充填 してお り、構 造体 は明確 な角部や端部 を有 してい た。

また、流路 の高 さを制御す るこ とで、単層 状の微粒子パ ターンを作製 す るこ とも可能 で

あった。 シ リカ／ゲル複合体の観 察 によ り、微粒子 は六方 の積層構造 を崩す ことな く、

ゲル と複合化 している ことが観察 された(Fig.2b)。Fig.2cは エ ッチング処理 に よ り多

孔化 したゲルの表面観 察結果 を示 してい る。表面開 口部は六方配列 してお り、鋳型 と し

たシ リカ粒子 とほぼ等 しい大 き さを持 っていた。 また壁 面の連結孔 を介 して孔 同士が互

いに連結 してい ることがわかった。
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II学 術雑誌等に発表 した論文(掲 載 を決定 されたものを含む.)

共著の場合,申 請者の役割 を記載す ること.

(著者,題 名,掲 載誌名,年 月,巻 号,頁 を記入)

学術雑 誌 と学会等のプ ロシーデ ィングなどを以下のよ うに区別 して記入す ること

(1)学 術論文(査 読 あり)

(2)学 会等のプロシーディング

(3)そ の他(総 説 ・本)
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III学 会 において申請者 が口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員の氏名),題 名,発 表 した学会名,場 所,年 月を記載)

国内学会お よび国際学会 を区別 して記入のこと

1.前 田康弘 ・吉田 亮:“ 毛細管マイ クロモール ドによる多孔体ゲル のパターニ ング

とアパ タイ トの微細配列制御”,第16回 高分子学会バイオマテリ アル若手研究会,八

王子 ・大学セ ミナーハ ウス,2005年11月14日 ～15日(ポ スター発表).

2.前 田康弘 ・吉田 亮:“ 毛細管マイ クロモール ドによる多孔体ゲルのパターニング

とアパ タイ トの微細配列制御”,第17回 高分子ゲル研 究討論会,東 京 ・東京大学山上

会館大会議室,2006年01月18日 ～19日(ポ スター発表).

3.前 田康弘 ・吉田 亮:“ 毛細管マイク ロモール ドによる多孔体 ゲルのパ ターニング

とアパ タイ トの微細配列制御”,第55回 高分子学会年次大会,愛 知 ・名古屋国際会議

場,2006年05月24日 ～26日(ポ スター発表予定).


